
技

術

・

職

業

教

育

の

実

践 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

工

藤 

英

太

郎 

一 
は

じ

め

に 

  

本

分

科

会

は

中

学

・

技

術

教

育

と

高

校

職

業

教

育

（

農

業

・

工

業

・

商

業

・

水

産

な

ど

）

の

参

加

者

で

構

成

さ

れ

て

い

る

。

 

 

共

同

研

究

者

の

倉

部

氏

、

町

井

氏

、

司

会

者

の

内

糸

氏

、

樋

上

氏

、

工

藤

氏

の

他

に

商

業

科

よ

り

芦

別

高

校

・

佐

藤

氏

、

網

走

桂

陽

高

校

・

川

原

氏

、
工

業

科

よ

り

小

樽

未

来

創

造

高

校

・

清

水

氏

・

新

舘

氏

・

三

上

さ

ん

。

元

小

樽

工

業

高

校

の

角

江

氏

や

大

学

の

教

職

員

・

障

が

い

児

学

校

の

教

員

な

ど

、

例

年

以

上

に

多

く

の

方

が

参

加

。

最

初

に

合

研

の

あ

り

方

の

確

認

と

前

年

度

の

ま

と

め

の

報

告

が

あ

り

ま

し

た

。

 

 

研

究

課

題

は

 

（

一

）

 

技

術

・

職

業

教

育

を

め

ぐ

る

状

況

 

①

 

生

徒

を

取

り

巻

く

状

況

（

学

習

・

生

活

・

進

路

）

 

②

 

教

育

条

件

の

整

備

と

北

海

道

の

教

育

政

策

 

③

 

学

校

間

連

携

・

地

域

と

の

連

携

 

④

 

キ

ャ

リ

ア

教

育

と

技

術

・

職

業

教

育

 

⑤

 

高

大

接

続

お

よ

び

専

門

職

大

学

 

（

二

）

 

 

①

中

学

校

の

教

育

実

践

（

技

術

科

）

 

 

②

高

等

学

校

の

教

育

実

践

（

専

門

学

科

・

総

合

学

科

・

普

通

科

）

 

 

③

職

業

教

育

・

職

業

訓

練

と

学

力

保

障

 

④

学

習

指

導

要

領

と

教

育

課

程

の

編

成

 

 



二 

レ

ポ

ー

ト

報

告 

 

１ 

広

島 

平

和

学

習

（

散

策

）

報

告

 
北

海

道

芦

別

高

等

学

校 
 

 
 

佐

藤 

琢

磨

 

  

平

和

学

習

の

取

り

組

み

に

つ

い

て

の

報

告

。

今

回

は

、

朝

の

散

策

で

の

テ

ー

マ

学

習

に

つ

い

て

で

あ

る

。

広

島

・

関

西

を

４

伯

５

日

の

行

程

で

準

備

を

し

た

こ

と

を

紹

介

。

特

に

広

島

の

報

告

は

、

参

加

者

の

学

校

で

も

実

践

で

き

る

内

容

で

あ

る

。

一

例

を

示

す

と

「

県

立

第

一

高

等

女

学

校

追

憶

碑

」
→
「

元

帝

国

銀

行

広

島

支

店

」
→
「

袋

町

小

」
→
「

原

爆

の

子

の

像

」

の

コ

ー

ス

で

は

、

碑

の

前

で

集

合

写

真

を

撮

り

、

ポ

イ

ン

ト

に

な

る

所

を

通

過

し

て

も

よ

い

と

い

う

条

件

で

最

終

的

に

ゴ

ー

ル

地

点

で

あ

る

「

原

爆

の

子

の

像

」

に

到

着

す

る

も

の

で

あ

る

。

散

策

の

内

容

に

つ

い

て

は

体

験

記

に

ま

と

め

た

。

こ

の

取

り

組

み

の

準

備

と

し

て

は

、

一

学

年

の

宿

泊

研

修

で

ス

タ

ン

プ

ラ

リ

ー

の

経

験

を

し

て

い

た

の

で

、

グ

ル

ー

プ

散

策

の

抵

抗

感

が

少

な

か

っ

た

。

ま

た

添

乗

員

に

も

相

談

し

、

コ

ー

ス

に

無

理

が

な

い

か

の

確

認

も

行

っ

て

い

た

。

 

 

参

加

者

か

ら

は

「

工

業

高

校

で

あ

れ

ば

、

工

場

見

学

。

商

業

高

校

で

あ

れ

ば

、

証

券

取

引

所

な

ど

商

業

に

関

係

す

る

施

設

を

訪

問

す

る

。

中

学

校

で

は

事

前

準

備

に

総

合

学

習

の

時

間

を

使

う

な

ど

、

そ

れ

ぞ

れ

の

傾

向

が

あ

る

」
「

特

に

平

和

学

習

は

映

画

を

活

用

す

る

な

ど

、
幅

広

く

学

ぶ

こ

と

が

出

来

る

」

な

ど

の

意

見

が

出

た

。

職

業

教

育

の

分

科

会

で

、

平

和

学

習

の

取

り

組

み

を

発

表

し

て

い

た

だ

い

た

こ

と

で

、

専

門

高

校

に

お

け

る

見

学

旅

行

の

行

程

や

中

学

校

で

の

取

り

組

み

に

つ

い

て

議

論

を

深

め

る

こ

と

が

で

き

、

有

意

義

な

時

間

と

な

っ

た

。

 



２ 

商

業

教

育

よ

、
お

ま

え

は

い

っ

た

い

ど

こ

へ

行

く

の

か

 

 
 

～

高

等

学

校

学

習

指

導

要

領

商

業

編

 改

訂

に

つ

い

て

～

 

 
 

 
北

海

道

岩

見

沢

東

高

等

学

校 
 

倉

部 

静

雄

 

  

「

商

業

教

育

よ

、

お

ま

え

は

い

っ

た

い

ど

こ

へ

行

く

の

か

。

わ

れ

わ

れ

 

は

、

毎

日

こ

の

こ

と

で

悩

ん

で

い

る

」

と

い

う

新

し

い

商

業

教

育

の

創

造

 

（

全

国

商

業

教

育

研

究

協

議

会

編
 

一

九

七

二

年

 

明

治

図

書

）

の

引

用

 

か

ら

始

ま

る

。

 

 

平

和

で

あ

る

か

ら

こ

そ
「

商

業

」
が

成

立

す

る

。
か

つ

て

国

策

を

誤

り

、

 

戦

争

へ

の

道

を

歩

ん

で

国

民

を

存

亡

の

危

機

に

陥

れ

た

際

に
「

商

業

学

校

」 

が

「

第

二

工

業

学

校

」

に

転

換

さ

れ

た

負

の

歴

史

に

つ

い

て

も

述

べ

て

い

 

る

が

、

こ

れ

を

踏

ま

え

て

「

平

和

と

民

主

主

義

を

守

る

産

業

人

」

を

育

て

 

る

こ

と

が

重

要

目

標

と

定

義

し

て

い

る

。

 

 

倉

部

氏

は

「

な

ぜ

、

ビ

ジ

ネ

ス

な

の

か

？

」

と

問

題

提

起

を

し

て

い

る

 

が

、
商

業

高

校

で

は

利

益

の

獲

得

・

追

求

が

強

調

さ

れ

て

お

り

、
「

三

方

よ
 

し

」

の

考

え

方

が

薄

ま

り

つ

つ

あ

る

と

分

析

し

て

い

る

。

ま

た

倉

部

氏

は

 

一

九

九

五

年

に

日

経

連

が

発

表

し

た
「

新

時

代

の
『

日

本

的

経

営

』
以

降

、

 

「

新

自

由

主

義

」

や

「

規

制

緩

和

」

の

名

の

下

に

、

労

働

市

場

の

再

編

が

 

進

め

ら

れ

た

こ

と

が

、
「

利

益

の

追

求

」
「

利

益

第

一

主

義

」

と

い

う

理

論

 

に

な

る

と

指

摘

し

て

い

る

。

 

最

後

に

商

業

教

育

に

対

し

て

は

、

各

学

校

で

独

自

性

を

発

揮

し

て

、

個

々

の

教

員

の

教

育

実

践

に

よ

っ

て

、

生

徒

の

未

来

に

対

し

て

直

接

に

責

任

あ

る

教

育

を

行

う

必

要

が

あ

る

と

ま

と

め

て

い

る

。

 

 
 



３ 

「

労

働

基

準

法

」

う

ち

は

や

っ

て

い

な

い

ん

だ

け

ど

 

 
 

～

総

合

的

な

学

習

の

時

間

で

の

労

働

教

育

の

 

取

り

組

み

～

 

 
 

 
北

海

道

岩

見

沢

東

高

等

学

校 
 

倉

部 

静

雄

 

 

倉

部

氏

が

毎

回

取

り

組

ん

で

い

る

「

労

働

基

準

法

」

に

つ

い

て

の

問

題

 

提

起

で

あ

る

。

倉

部

氏

は

北

海

道

が

作

成

し

た

「

働

く

若

者

ル

ー

ル

ブ

ッ

ク

」

を

十

一

年

度

の

レ

ポ

ー

ト

か

ら

紹

介

し

て

い

る

が

、

当

初

は

巻

頭

言

が

「

北

海

道

経

済

部

」

で

あ

っ

た

が

、

十

年

度

か

ら

は

知

事

名

に

変

更

と

な

る

な

ど

、
労

働

教

育

の

必

要

性

を

指

摘

す

る

。
ま

た

厚

生

労

働

省

も
「

知

っ

て

役

立

つ

労

働

法

」

と

い

う

ハ

ン

ド

ブ

ッ

ク

を

紹

介

し

て

い

る

が

、

文

部

科

学

省

は

未

だ

に

「

労

働

教

育

」

の

必

要

性

に

つ

い

て

は

、

具

体

性

が

見

え

な

い

と

批

判

し

て

い

る

。

 

 

倉

部

氏

は

函

館

商

業

に

在

籍

時

か

ら

、
科

目
「

経

済

活

動

と

法

」
で
「

労

働

教

育

」

に

つ

い

て

取

り

上

げ

て

い

る

が

、

新

た

に

「

専

門

家

」

か

ら

伝

え

て

い

た

だ

く

こ

と

に

よ

り

説

得

力

が

増

す

と

提

起

。

そ

こ

で

「

高

校

生

等

教

育

啓

発

事

業

」

と

い

う

書

類

が

職

場

で

配

布

さ

れ

、

そ

れ

を

活

用

し

た

出

前

授

業

を

計

画

し

た

。

総

合

的

な

学

習

の

時

間

の

年

間

計

画

の

中

に

「

進

路

学

習

」

と

し

て

、

こ

こ

で

は

３

回

分

の

レ

ジ

ュ

メ

を

紹

介

し

て

く

れ

た

。

予

習

の

後

で

、

今

年

度

も

札

幌

弁

護

士

会

の

講

話

が

実

現

し

た

。

今

回

特

に

、

倉

部

氏

の

在

籍

す

る

夜

間

定

時

制

は

生

徒

が

ア

ル

バ

イ

ト

を

す

る

こ

と

で

、
給

食

や

教

科

書

代

補

助

が

発

生

す

る

の

で

、
「

働

く

こ

と

を

奨

励

す

る

雰

囲

気

が

あ

る

高

校

」

の

環

境

の

中

で

、

講

話

を

聴

く

こ

と

が

出

来

た

の

は

意

義

深

い

と

ま

と

め

た

。

 

 
 



４ 

カ

ン

ト

リ

ー

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

で

販

売

実

習 
2

0
1

8
 

 
 

 

北

海

道

福

島

商

業

高

等

学

校 

工

藤 

英

太

郎

 

 

工

藤

氏

は

三

学

年

科

目

「

総

合

実

践

」

と

い

う

授

業

の

メ

イ

ン

担

当

と

な

り

、

同

時

に

販

売

実

習

の

担

当

と

な

る

。

昨

年

度

と

は

異

な

り

、

テ

ー

マ

を
「

社

会

的

責

任

」
「

社

会

貢

献

」
「

地

域

発

信

」
と

い

う

点

に

絞

っ

た

。

 

ま

ず

「

西

日

本

豪

雨

」

の

被

災

地

の

名

産

品

を

生

徒

に

調

査

さ

せ

た

。

数

名

の

生

徒

か

ら

「

被

災

地

の

テ

レ

ビ

中

継

を

見

て

心

が

痛

む

」

と

い

う

話

を

聞

い

た

か

ら

だ

。

そ

こ

で

「

広

島

・

愛

媛

・

岡

山

」

の

被

災

地

を

応

援

す

べ

く

販

売

会

を

生

徒

に

呼

び

か

け

る

。

ま

た

私

た

ち

道

民

も

「

北

海

道

胆

振

東

部

地

震

」

で

被

災

者

と

な

り

、

特

に

被

害

の

大

き

か

っ

た

「

厚

真

町

」

の

「

厚

真

ジ

ン

ギ

ス

カ

ン

」

の

販

売

も

提

案

さ

れ

た

。

台

風

に

よ

る

カ

ン

ト

リ

ー

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

の

中

止

、

そ

れ

に

よ

る

商

品

の

ロ

ス

な

ど

の

心

配

も

あ

っ

た

が

、

学

校

と

町

の

協

力

で

急

き

ょ

校

内

即

売

会

を

実

施

。
当

日

は

開

始

三

十

分

で

完

売

と

な

り

、
特

に
「

厚

真

ジ

ン

ギ

ス

カ

ン

」

は

即

売

と

な

り

、

盛

況

に

終

わ

っ

た

。

 

 

今

回

の

販

売

実

習

に

あ

た

り

、
芦

別

高

校

・

佐

藤

氏

の
「
『

チ

ャ

レ

ン

ジ

シ

ョ

ッ

プ

』

マ

ニ

ュ

ア

ル

」

が

大

変

参

考

に

な

っ

た

。

こ

れ

は

佐

藤

氏

が

以

前

に

商

業

教

育

研

究

会

で

工

藤

氏

に

提

示

し

た

も

の

で

あ

る

。

ま

た

函

館

商

業

販

売

実

習

ま

と

め

（

現

岩

見

沢

東

定

時

制

教

諭

倉

部

氏

作

成

）

も

大

変

参

考

に

な

っ

た

。

指

導

す

る

教

員

サ

イ

ド

に

こ

の

よ

う

な

ノ

ウ

ハ

ウ

が

な

い

と

、

生

徒

指

導

に

お

い

て

大

変

苦

労

を

す

る

こ

と

を

工

藤

氏

は

伝

え

た

い

と

ま

と

め

た

。
意

見

と

し

て
「

地

元

商

品

の

活

用

」
「

地

元

を

再

認

識

の

必

要

性

」
「

電

子

マ

ネ

ー

の

活

用

」

な

ど

が

述

べ

ら

れ

た

。

 

 



５ 

「

広

告

と

販

売

促

進

」

に

お

け

る

 

販

売

実

習

の

取

り

組

み

 

 
 

 
北

海

道

網

走

桂

陽

高

等

学

校 

川

原 

慎

介

 

 

科

目

「

広

告

と

販

売

実

習

」

を

通

し

て

苦

労

し

な

が

ら

も

販

売

実

習

を

 

行

う

ま

で

の

レ

ポ

ー

ト

で

あ

る

。

販

売

実

習

は

商

工

会

議

所

の

依

頼

を

受

け

て

行

っ

た

も

の

で

あ

り

、

商

店

街

の

一

角

を

借

り

て

行

う

。

ま

た

会

議

所

の

会

員

で

あ

る

本

田

菓

子

店

と

の

コ

ラ

ボ

で

主

に

洋

菓

子

を

販

売

す

る

。

「

生

ど

ら

焼

き
・
ロ

ー

ル

ケ

ー

キ
・
シ

ュ

ー

ク

リ

ー

ム
・
黒

ゴ

マ

プ

リ

ン

」

な

ど

の

商

品

を

生

徒

の

ア

イ

デ

ィ

ア

で

網

走

産

の

小

麦

粉

と

か

ぼ

ち

ゃ

を

メ

イ

ン

に

製

作

す

る

。

製

作

過

程

や

利

益

に

つ

い

て

は

商

店

に

帰

属

す

る

が

、

川

原

氏

は

生

徒

の

教

室

で

は

見

ら

れ

な

い

姿

や

実

習

を

楽

し

み

な

が

ら

取

り

組

む

姿

に

感

動

し

た

と

の

こ

と

で

あ

る

。

 

 

樋

上

氏

か

ら

は
「
『

町

を

ど

う

巻

き

込

む

か

』
が

課

題

に

な

り

そ

う

。
大

人

を

ど

う

や

っ

て

本

気

に

さ

せ

る

の

か

次

第

で

取

り

組

み

も

変

わ

っ

て

く

る

」

と

指

摘

す

る

。

ま

た

佐

藤

氏

か

ら

は

「
『

オ

ー

タ

ム

フ

ェ

ス

ト

』

な

ど

外

部

に

出

る

こ

と

で

、

生

徒

の

経

験

も

よ

り

深

く

な

る

の

で

は

」

と

述

べ

て

い

る

。

清

水

氏

か

ら

は

「

広

告

の

作

成

方

法

」

や

「

そ

の

コ

ツ

」

の

質

問

が

あ

っ

た

。
ま

た

工

藤

氏

か

ら

は
「

販

売

実

習

は

続

け

る

こ

と

が

大

事

」

で

加

え

て

「

例

え

ば

小

学

生

や

中

学

生

な

ど

と

連

携

を

し

て

、

交

流

も

含

め

て

深

め

る

な

ど

の

工

夫

も

必

要

」

と

い

う

意

見

も

出

た

。

初

め

て

の

レ

ポ

ー

ト

発

表

だ

っ

た

が

、

活

発

な

意

見

交

流

で

参

加

者

に

と

っ

て

も

良

い

報

告

と

な

っ

た

。

 

 

 



６ 

エ

ネ

ル

ギ

ー

変

換

の

授

業

の

実

際

 

 
 

 
 

 
 

厚

沢

部

町

厚

沢

部

中

学

校 

内

糸 

俊

男

 

 

内

糸

氏

が

暮

ら

す

桧

山

郡

厚

沢

部

（

あ

っ

さ

ぶ

）

町

の

紹

介

か

ら

レ

ポ

 

ー

ト

は

始

ま

る

。

道

南

に

位

置

し

、

人

口

が

約

四

千

人

。

町

内

の

中

学

校

は

二

年

前

ま

で

三

校

あ

っ

た

が

統

合

し

、

現

在

は

校

舎

が

町

の

中

心

部

に

あ

る

の

で

、
郡

部

に

あ

る

生

徒

は

ス

ク

ー

ル

バ

ス

で

登

下

校

を

し

て

い

る

。

中

学

生

は

人

間

関

係

が

保

育

所

か

ら

変

わ

ら

な

い

の

で

、

良

い

・

悪

い

意

味

で

も

人

格

形

成

に

影

響

を

及

ぼ

す

と

懸

念

し

て

い

る

。

 

 

桧

山

管

内

の

技

術

教

育

に

つ

い

て

も

述

べ

て

い

る

。

管

内

の

人

口

が

約

三

万

八

千

人

の

道

内

最

小

で

、

中

学

校

は

統

廃

合

が

進

み

全

体

で

十

校

で

あ

る

。
九

教

科

す

べ

て

免

許

所

持

者

が

揃

っ

て

い

る

学

校

は

一

つ

も

な

く

、

特

に

技

術

・

家

庭

・

美

術

は

免

許

外

教

科

担

任

で

任

さ

れ

て

い

る

。

管

内

の

技

術

科

免

許

所

持

者

は

わ

ず

か

三

人

と

い

う

報

告

が

あ

っ

た

。

 

 

さ

て

内

糸

氏

が

長

年

取

り

組

ん

で

い

る

「

ゼ

ネ

コ

ン

で

遊

ぼ

う

」

で

あ

る

が

、

そ

の

ね

ら

い

は

「

子

ど

も

た

ち

が

電

気

エ

ネ

ル

ギ

ー

に

つ

い

て

理

解

を

深

め

る

に

は

、

発

電

機

や

モ

ー

タ

ー

の

働

き

か

ら

話

を

始

め

た

方

が

理

解

し

や

す

い

」
と

い

う

提

起

で

あ

る

。「
【

電

気

を

苦

手

と

す

る

子

ど

も

】

が

多

い

の

は

、

理

科

で

学

習

す

る

電

圧

・

電

流

・

抵

抗

と

い

っ

た

も

の

の

数

値

を

求

め

る

計

算

が

わ

か

り

に

く

い

」

と

い

う

原

因

で

あ

る

。

そ

こ

で

内

糸

氏

は

目

に

見

え

な

い

電

機

で

は

あ

る

が

、
「
手

回

し

発

電

機

」
を

用

い

る

こ

と

で

、

発

電

す

る

と

き

の

ハ

ン

ド

ル

の

手

応

え

か

ら

、

電

気

の

流

れ

を

子

ど

も

た

ち

に

感

じ

取

っ

て

欲

し

い

と

取

り

組

み

始

め

た

の

で

あ

る

。

 

 

ま

た

内

糸

氏

は

、

ミ

ニ

授

業

書

を

活

用

し

て

、

子

ど

も

た

ち

に

電

気

エ

ネ

ル

ギ

ー

や

モ

ー

タ

ー

の

こ

と

を

簡

単

に

学

ん

で

欲

し

い

と

考

え

て

お

り

、



問

題

作

成

の

際

に

は

、

選

択

肢

を

導

入

し

て

い

る

。

一

例

を

あ

げ

る

と

 

 

【

問

題

一

】

 

 

ゼ

ネ

コ

ン

に

豆

電

球

を

つ

な

い

で

ハ

ン

ド

ル

を

回

す

と

豆

電

球

が

つ

き

ま

す

が

、

豆

電

球

を

は

ず

し

て

も

ゼ

ネ

コ

ン

を

回

し

た

ら

、

ハ

ン

ド

ル

を

回

す

手

ご

た

え

は

ち

が

い

ま

す

か

。

ハ

ン

ド

ル

は

ど

ち

ら

も

同

じ

く

ら

い

の

速

さ

で

回

す

こ

と

と

し

ま

す

。

 

 

ア

 

豆

電

球

を

つ

け

る

時

の

ほ

う

が

力

が

い

る

 

 

イ

 

ど

ち

ら

も

同

じ

く

ら

い

の

力

が

い

る

 

 

ウ

 

そ

の

他

 

  

内

糸

氏

は

同

僚

と

話

を

す

る

中

で

、
「

地

震

に

よ

る

停

電

に

つ

い

て

、
道

南

の

風

力

発

電

や

水

力

発

電

は

全

く

被

害

が

な

い

の

に

ど

う

し

て

停

電

す

る

の

で

あ

ろ

う

」

と

い

う

疑

問

が

多

く

寄

せ

ら

れ

た

そ

う

で

あ

る

。

大

人

で

も

身

近

な

電

気

エ

ネ

ル

ギ

ー

に

つ

い

て

知

ら

さ

れ

て

お

ら

ず

、

送

電

網

に

つ

い

て

も

理

解

で

き

な

い

人

が

ほ

と

ん

ど

で

あ

っ

た

。
そ

う

考

え

る

と

、

子

ど

も

た

ち

に

、

電

気

の

知

識

を

身

近

に

考

え

る

に

は

、

自

分

の

実

践

を

大

切

に

し

て

、

自

分

で

し

っ

か

り

と

考

え

る

子

ど

も

を

育

て

て

い

く

こ

と

の

大

切

さ

を

感

じ

た

と

ま

と

め

て

い

る

。

 

 

角

江

氏

か

ら

は

「

ハ

イ

ブ

リ

ッ

ト

カ

ー

な

ど

の

石

油

エ

ネ

ル

ギ

ー

か

ら

電

気

エ

ネ

ル

ギ

ー

に

転

換

す

る

産

業

な

ど

に

つ

い

て

紹

介

し

て

も

い

い

の

で

は

」

ま

た

「

地

震

が

あ

っ

た

こ

と

で

道

内

が

ブ

ラ

ッ

ク

ア

ウ

ト

に

な

っ

た

。

こ

れ

を

授

業

で

ど

う

生

か

す

か

」

な

ど

の

意

見

が

出

さ

れ

た

。

樋

上

氏

は

内

糸

氏

の

レ

ポ

ー

ト

に

強

い

関

心

を

持

ち

「

工

業

高

校

で

も

ゼ

ネ

コ

ン

の

学

習

は

役

に

立

つ

」

と

述

べ

て

い

た

。

 

 



７ 

二

〇

一

八

年

の

様

々

な

活

動

・

・

・

 

 
 

北

海

道

小

樽

未

来

創

造

高

等

学

校 

新

舘 

翔

太

 

 

 

新

舘

氏

は

昨

年

度

か

ら

清

水

氏

か

ら

の

誘

い

で

、

組

合

の

研

究

会

や

学

習

会

に

参

加

す

る

こ

と

で

、

自

分

で

も

何

か

取

り

組

ん

で

み

よ

う

と

考

え

た

。

在

籍

校

が

二

〇

一

八

年

に

開

校

し

た

工

業

科

二

間

口

、

商

業

科

二

間

口

の

新

設

校

で

あ

る

こ

と

も

良

い

環

境

な

の

で

は

考

え

る

。

 

 

新

館

氏

の

取

り

組

み

と

し

て

は

、

生

徒

会

担

当

と

し

て

学

校

祭

の

チ

ラ

シ

配

布

や

打

ち

上

げ

花

火

を

企

画

に

取

り

入

れ

る

等

、

地

域

に

根

付

い

た

活

動

に

取

り

組

ん

で

い

る

。

ま

た

小

樽

の

夏

の

代

表

的

な

祭

り

で

あ

る

潮

祭

り

に

生

徒

会

を

引

率

し

て

参

加

す

る

な

ど

の

発

表

が

あ

っ

た

。

 

 

今

後

の

目

標

と

し

て

は

 

 
 

①

高

校

の

ゆ

る

キ

ャ

ラ

を

作

成

し

、

宣

伝

に

使

用

す

る

活

動

 

 
 

②

Ｆ

Ｍ

お

た

る

に

生

徒

会

と

共

に

出

演

し

、

学

校

の

Ｐ

Ｒ

を

す

る

 

 
 

③

生

徒

会

の

生

徒

と

共

に

動

画

製

作

を

す

る

 

 
 

④

工

業

科

と

し

て

生

徒

に

、

科

目

「

課

題

研

究

」

を

通

し

て

未

来

創

造

号

を

製

作

し

、

観

光

地

で

あ

る

旧

手

宮

線

で

走

ら

せ

る

 
 

と

い

う

４

つ

の

目

標

を

掲

げ

て

く

れ

た

。

 

 

発

表

後

は

、
未

来

創

造

高

校

に

つ

い

て

の

意

見

や

質

問

が

相

次

い

だ

が

、

樋

上

氏

か

ら

は

「

学

科

の

バ

ラ

ン

ス

が

良

好

に

向

か

え

ば

、

活

動

が

し

や

す

い

」
。
町

井

氏

か

ら

は
「

職

業

科

の

統

合

に

つ

い

て

は

、
富

良

野

緑

峰

や

美

唄

尚

栄

の

例

を

話

し

合

っ

て

欲

し

い

。

地

域

を

巻

き

込

ん

だ

話

に

な

れ

ば

、
懇

談

会

を

提

案

し

た

い

、
」
な

ど

、
他

に

も

多

く

の

意

見

が

交

わ

さ

れ

た

。

 
 

 
 



８ 

新

設

校 

小

樽

未

来

創

造

高

校

で

の

取

り

組

み

 

 
 

 

北

海

道

小

樽

未

来

創

造

高

等

学

校 

清

水 

正

貴

 

 
 

 

「

工

業

高

校

を

地

域

に

残

す

た

め

に

は

地

域

に

必

要

と

さ

れ

る

学

校

で

は

な

ら

な

い

」

と

持

論

を

展

開

す

る

清

水

氏

。

新

設

校

と

し

て

何

が

で

き

る

の

か

を

伝

え

る

レ

ポ

ー

ト

で

あ

る

。

 

昨

年

度

か

ら

実

施

し

て

い

る

科

目

「

課

題

研

究

」

で

の

「

テ

ク

ノ

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

」

の

活

動

の

報

告

。

今

年

度

の

取

り

組

み

は

以

下

の

よ

う

に

な

っ

て

い

る

。

①

校

外

清

掃

 

②

幼

稚

園

の

Ｃ

Ｄ

ラ

ジ

カ

セ

修

理

 

③

幼

稚

園

の

備

品

（

パ

ー

テ

ー

シ

ョ

ン

の

補

修

）

 

④

サ

ッ

カ

ー

部

の

テ

ン

ト

補

修

 

⑤

幼

稚

園

の

遊

具

（

の

ぼ

り

棒

）

の

補

修

 

特

に

幼

稚

園

と

の

つ

な

が

り

が

深

ま

り

、

様

々

な

活

動

が

出

来

た

こ

と

は

大

き

な

収

穫

で

あ

る

と

述

べ

て

い

る

。

以

上

の

取

り

組

み

を

終

え

た

と

こ

ろ

で

、

生

徒

か

ら

ア

ン

ケ

ー

ト

を

取

っ

た

。

清

水

氏

の

テ

ー

マ

に

第

一

希

望

し

た

生

徒

は

一

名

で

あ

っ

た

が

、

モ

ノ

が

修

繕

さ

れ

て

い

く

様

子

や

人

に

感

謝

さ

れ

る

こ

と

に

や

り

が

い

を

感

じ

た

と

い

う

生

徒

の

感

想

を

紹

介

し

て

く

れ

た

。

新

聞

報

道

も

さ

れ

、

徐

々

に

地

域

に

浸

透

し

始

め

た

活

動

に

つ

い

て

清

水

氏

は

「

実

習

と

は

異

な

り

、

修

繕

品

が

他

人

の

手

に

渡

る

こ

と

に

よ

り

、

少

し

で

も

良

い

モ

ノ

を

提

供

す

る

と

い

う

気

持

ち

が

生

徒

に

芽

生

え

た

こ

と

が

成

果

で

あ

る

」

と

ま

と

め

た

。

 

 

参

加

者

か

ら

は
「

工

業

高

校
・
工

業

科

の

あ

る

学

校

は

就

職

が

重

要

で

、

主

に

本

州

に

就

職

を

す

る

傾

向

が

強

い

。

工

業

科

の

生

徒

を

い

か

に

地

元

に

残

す

の

か

が

命

題

に

な

る

」

と

意

見

を

述

べ

て

い

る

。

ま

た

町

井

氏

か

ら

は

「

今

後

の

活

動

に

お

い

て

テ

ク

ノ

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

で

生

徒

に

考

え

る

力

を

養

っ

て

欲

し

い

と

い

う

」

希

望

的

な

意

見

も

で

た

。

 



９ 

工

業

高

校

が

地

域

と

結

び

つ

く

た

め

に

 

～

旭

川

市
・
道

新

文

化

セ

ン

タ

ー

と

の

取

り

組

み

～

 

 
 

 
北

海

道

旭

川

工

業

高

等

学

校

定

時

制 

樋

上 

諭

 

 

昨

年

同

様

の

テ

ー

マ

設

定

で

あ

る

が

、

今

回

は

二

〇

一

五

年

度

か

ら

の

取

り

組

み

を

ま

と

め

る

と

共

に

、

生

徒

募

集

に

つ

い

て

の

様

子

も

紹

介

し

て

く

れ

た

。

樋

上

氏

は

「

み

ん

な

で

学

ぼ

う

！

あ

さ

ひ

か

わ

環

境

フ

ェ

ス

タ

」

と

い

う

旭

川

主

催

の

イ

ベ

ン

ト

に

参

加

し

て

い

る

が

、

協

賛

団

体

が

旭

川

市

と

工

業

高

校

の

み

に

な

る

こ

と

に

懸

念

を

示

す

。

イ

ベ

ン

ト

は

、

市

外

か

ら

の

修

理

品

の

多

さ

が

特

徴

で

あ

る

と

い

う

。

次

に

、

道

新

文

化

セ

ン

タ

ー

か

ら

科

学

教

室

の

依

頼

が

今

年

も

あ

り

、

イ

ラ

イ

ラ

電

流

棒

の

作

成

を

し

た

。

ま

た

あ

さ

ひ

か

わ

エ

コ

＆

サ

イ

エ

ン

ス

カ

ー

ニ

バ

ル

の

参

加

に

つ

い

て

は

、

今

年

度

で

４

回

目

。

反

省

を

踏

ま

え

「

イ

ト

ー

ヨ

ー

カ

ド

ー

旭

川

店

」

で

の

開

催

と

な

っ

た

。
「

準

備

の

手

際

よ

さ

」
「

迅

速

な

広

報

」
「

修

理

ま

で

の

手

続

き

」
「

開

催

し

た

ス

ペ

ー

ス

の

使

い

や

す

さ

」
「

修

理

中

に

過

ご

す

場

所

に

関

す

る

お

客

様

へ

の

対

応

」

な

ど

主

催

者

と

し

て

も

充

実

し

た

内

容

と

な

っ

た

。

広

報

に

つ

い

て

具

体

的

に

述

べ

る

と

す

れ

ば

、
「

旭

川

市

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

、

ツ

ィ

ッ

タ

ー

、

広

報

」
「

地

元

紙

・

ラ

イ

ナ

ー

」「
ケ

ー

ブ

ル

テ

レ

ビ
・
ポ

テ

ト

」
な

ど

を

活

用

し

た

こ

と

が

大

き

い

。

 

 

最

後

に

生

徒

募

集

に

お

い

て

は

、

来

場

者

の

中

に

「

定

時

制

高

校

に

入

る

の

は

難

し

い

の

か

？

」
「

電

気

科

に

入

り

た

い

」
な

ど

具

体

的

な

話

を

す

る

お

客

様

も

い

た

。

効

果

が

あ

っ

た

の

だ

ろ

う

か

、

今

年

度

の

学

校

見

学

会

に

は

こ

こ

十

年

で

は

最

高

の

「

五

十

三

名

」

の

見

学

者

で

あ

っ

た

と

ま

と

め

て

い

る

。

 

 



 
終

わ

り

に

 

  

研

究

会

の

場

所

が

「

教

育

文

化

会

館

」

に

変

更

に

な

り

二

年

目

。

昨

年

度

よ

り

も

参

加

人

数

が

増

加

し

た

。

学

生

の

参

加

が

去

年

同

様

な

か

っ

た

の

は

課

題

で

あ

る

が

、

レ

ポ

ー

ト

の

内

容

が

充

実

し

て

い

る

の

で

、

地

域

に

関

わ

り

た

い

方

や

郡

部

の

学

校

で

奮

闘

を

し

て

い

る

教

員

な

ど

に

「

学

校

づ

く

り

」「

地

域

参

画

」
の

観

点

で

聞

い

て

い

た

だ

き

、
参

加

し

て

欲

し

い

と

願

う

。

 

共

同

研

究

者

で

あ

る

町

井

氏

が

「

社

会

に

開

か

れ

た

学

校

を

ど

う

伝

え

る

か

。

学

習

指

導

要

領

の

文

面

で

は

な

く

、

実

践

を

通

し

て

読

み

込

み

、

教

員

一

人

ひ

と

り

の

力

だ

け

で

な

く

、

学

校

の

在

り

方

と

し

て

結

び

付

け

て

い

く

べ

き

」

と

を

提

起

し

た

。

ま

た

倉

部

氏

は

「

高

校

統

廃

合

問

題

に

つ

い

て

、

専

門

教

育

に

関

し

て

は

雑

な

扱

い

に

し

か

見

え

な

い

指

針

を

道

教

委

が

抱

え

て

い

る

」
と

述

べ

て

お

り

、「

学

校

や

地

域

が

置

か

れ

て

い

る

課

題

に

も

目

を

向

け

て

、
議

論

を

深

め

て

い

く

」
必

要

性

を

述

べ

て

い

る

。

 

地

域

と

か

か

わ

る

レ

ポ

ー

ト

が

多

か

っ

た

こ

と

か

ら

、

職

業

教

育

分

科

会

を

超

え

た

広

い

視

野

で

参

加

し

て

く

れ

る

普

通

科

教

員

や

地

域

で

活

躍

す

る

方

た

ち

の

参

加

者

、

青

年

教

員

の

参

加

を

期

待

し

た

い

。

 


